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鳥見地域学校規模適正化 

推進協議会ニュース  第１号 
 

奈良市学校規模適正化について 

本市では、少子化により子どもの数の減少が続き、多くの地域で学校・園の小規模化

が進んでいます。一方、大規模集合住宅の開発が進む地域の小学校では過密な状況にな

っています。こうしたことから学校規模の適正化が必要となっています。 

教育委員会では、奈良市学校規模適正化検討委員会からの提言を受け、平成２０年１

月に「奈良市学校規模適正化実施方針」と「中学校区別実施計画（案）」を策定し、よ

り良い教育環境の整備・充実のため学校規模適正化に向けて取り組んでいます。 

学校規模適正化の実施にあたっては、対象地域において保護者や地域住民、学校関係

者のそれぞれの代表からなる協議会を設置していただき、十分協議し進めていきます。 
 

鳥見幼稚園では、右表ように園児数が大きく減少し、 

今後も減少傾向にあります。 

現在、教育委員会では園児数が３０人以下の過小規模園については、統合・再編を中

心に適正化を計画していますが、鳥見幼稚園においては、統合・再編による適正化では

なく、鳥見小学校の校舎を活用し幼稚園を併設することにより、園児と 

小学生の日常的な交流を通し、幼小連携教育の強化による適正化を計画 

しています。 

 

第１回 学校規模適正化推進協議会を１０月２０日（月）に鳥見小学校で開催しました。 

 

推進協議会の

委員が決まり

ました。 

 委員は地域住民の代表７名、保護者代表９名、学校関係者６名の計２２名か

ら構成されています。 

会長に鳥見地区自治連合会会長の藤野さんが、副会長に小学校ＰＴＡ会長の

新屋さん、幼稚園ＰＴＡの北井さん、小学校の栗山校長、幼稚園の山岡園長が

選出されました。 

鳥見地域学校

規模適正化実

施計画(案)に

ついて、教育

委員会より説

明しました。 

施設面では、鳥見小学校の｢蜂の巣校舎｣１階３教室を保育室に、中校舎１階

図工室をリズム室に改修するとともに、運動場の一部を園庭として整備するな

ど幼稚園としての環境整備を検討します。 

教育内容では、園児と小学生が、授業や保育、日ごろの生活や活動を通して

日常的に交流を深めるとともに、豊かな心情をはぐくみ、学びを深めます。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 施設改修に当たっての考え方 

 ① 保育室の改修や園庭の整備を行い、幼稚園として 

総合的に望ましい教育環境をつくります。 

 ② 幼小連携教育に取り組みやすい施設配置とします。 

 ③ 小学校施設については、併設に伴い必要となる部 

 分の改修を行います。 

 

☆ 幼稚園の設置場所 

・ 保育室については、蜂の巣校舎１階の３室を望ま 

しい移転先として、提案しました。 

・ リズム室については、中校舎の１階図工室を望ま 

しい移転先として、提案しました。 

・ 施設の具体的な改修については、今後、幼稚園・ 

小学校と相談します。 

 

 

 

★ 教室の使い方などについて、幼稚園や小学校は了解していますか。（委員） 

 → 併設の案として、幼稚園と小学校の先生方に場所を示し、確認しています。（事務局） 
 

★ 今後、推進協議会委員による作業部会を開くまでに、幼稚園・小学校のＰＴＡで質問や意見をまと

めておいてもらい、作業部会で聞かせていただきます。作業部会でまとめた意見などを、第２回学校規

模適正化推進協議会に出すことにします。（会長） 

 

  

第２回学校規模適正化推進協議会は、１２月１１日（木）１５：００～ 開催予定です。 

鳥見地域実施計画（案）の概要は？ 

幼小連携教育ってなに？ どんな効果があるの？ 

次のようなご意見やご質問をいただきました。 

保育室やリズム室の設置場所について

の案や施設の改修案を示しました。 

幼小連携教育は、幼稚園や保育所において小学校の教育内容を先取りして行う教育ではありませ

ん。幼稚園や保育所では、小学校の教育内容を踏まえて、その基盤となる多様な経験を「遊び」を

通して経験できるようにします。小学校低学年では、幼稚園や保育所での成果を生かした「学び」

になるよう工夫します。こうしたことにより幼稚園や保育所から小学校に子どもの育ちや学びをつ

なげるようにしていきます。 

また、幼小連携教育の実践校では、年齢の離れた子ども同士の交流を通して、同年齢の子どもだ

けの活動では育ちにくい「年長者へのあこがれ」や「年少者への思いやり」などが育ち、特に小学

生の自尊感情が高まったという効果をあげています。この、自尊感情という心の働きは、個人の生

活を大きく左右する可能性をもっており、たとえば自尊感情が高い子どもは、勉強などあらゆるこ

とに自信を持って取り組むことができるので、学習意欲も高いことが多いと言われています。 

お問い合わせ先 奈良市教育委員会教育企画課 ℡３４－１１１１（内線）４１４２ 


